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　 NMDA 受容体 チ ャ ネ ル は、 シナ プ ス の

可 塑性や 分化 ・成熟に 関 与して い る。 こ

の 受容体の 生 体内に おける分子調節機構

を調べ る 目的で 、サ ブユ ニ ッ トの 遺伝子

発現を in　situ ハ イ ブ リダイ ゼ ー
シ ョ ン 法

に よ りマ ウス 神経系 に おい て 解析 した。

　 NMDA 受 容体チ ャ ネル の 機 能特性 を 調

節す る 4 種の ε サ ブ ユ ニ ッ トの発現 は、

中枢神経 系の 分化に 伴い 大 き く変動す る。

そ の 結果、そ れぞれの 神経細胞に お ける

受容体サ ブユ ニ ッ トの 発現様式は、胎 児

型か ら成熟型 へ と変化する。神経回路網

に 遺伝的変異 を有す る ミュ
ータ ン トマ ウ

ス で は 、野 性型 とは異 な る発現様式 も形

成 され る。一一
方、チ ャ ネル の 必須構成サ

ブユ ニ ッ トで ある ζ 1サ ブ ユ ニ ッ トは、

野性型 お よび ミ ュ
ータ ン トマ ウス を問わ

ず時間的 ・空 闇的に広範な発現特性を示

す。 こ の 事実 は、NMDA 受容体チ ャ ネル

の 構造 と機能の 決定に は、個々 の細胞 の

genetiC　prOgram だ けで な く、　 epigenetiC

factOrも関与 して い る こ とを示 唆す る。

1目的 1ヒ トポ リオー
マ ウイル ス の

一
つ で あ

る JCウイル ス （JCV）は 進行性多巣性 白質
脳 症 （PML ） の 原 因 と考 え られ て い る 。

JCVは ヒ ト脳や腎臓等 に不 顕性持 続感染 し

て い る と言 われ て い るが その ゲノ ム を検出

した と い う報告 は 少 な い 。 今 回我 々 は in

situ 　PCR 法 を用 い て ヒ ト組織やJCV感染細

胞等 のJCVゲ ノ ム の検 出 を試 み 、免疫染 色

との 比 較検討 を行 っ た 。

1材料 と方法 1JCV陽性 材料 と して JCI細胞 、

CJ・7細 胞、 ヒ ト脳 組 織 （PML 患 者） を、

∫CV 陰i生材料 と して IMR −32細胞 、
　 COS ．7細

胞 を用 い 、他 に 不顕性感染が疑われ る 組織

を選出 した 。 こ れ をプ ロ テ ア
ー

ゼ処理 の 後

JCV の 調節領域 を増幅する プ ラ イ マ
ー

（JRR・

5，JRR−6）を用 い て PCR を行 っ た。 増幅 した

DNA 断片 を non ．Rl ブ ロ ーブ に て ハ イ ブ リダ

イゼ ー
シ ョ ン を行 い 検 出 し、 免疫染 色の 結

果 と比 較検討 した 。

i結果1免疫染色で JCエとCJ．7細胞、 ヒ ト脳組
織 （PML 患者）は免疫染色 で 陽性 、

　 IMR．

32 とCOS ．7細胞は 陰性 を示 した 。 陽性細胞
はサ ザ ン プロ ッ テイン グ に てJCVゲ ノ ム が 検
出 され て お り、 洫 ∫伽 PCR 法 で の 検 出感度

の 条件決定 に利 用 eJ能で あ り検討 中で ある
。
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